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目的 

アマモ場は「海のゆりかご」と呼ばれ，水産生物の餌

場，産卵，稚魚の育成場となる重要な場所といわれてい

る．近年，沿岸域の開発や埋立てにより，アマモ場は減

少傾向にあり，再生へ向けて，アマモ場造成の研究が全

国的に進められている．しかし，アマモ場の水産有用生

物謂集効果についての研究例は意外に少ない．そこで本

研究では，三重県津市御殿場海岸において，造成したア

マモ場とその周辺域における二枚貝類の現存量および沈

降物量の変化を把握することにより，アマモ場が周辺生

物の生息環境に与える影響を検討した． 

方法 

１．アマモ場周辺域の沈降物量と二枚貝の分布調査 

造成より 3 年以上経過し，10ｍ四方の区画内に被覆度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1． アマモ場調査海域の概要（津市御殿場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が 68％で生育しているアマモ場（St.1）を調査区画と

して設置した（図 1）．  

アマモ場周辺域の餌料環境を把握するため，アマモ場

内（0m：St.1）およびアマモ場から 5, 10, 20, 50m 離れ

た砂地の海底に門谷式のセディメントトラップを設置し

（図 2），24 時間沈降物を収集した．収集した沈降物は

GF/F にてろ過した後，沈降物量とクロロフィル a 量，T

OC，TN について分析した．また併せて，同じ調査地点

について二枚貝の個体数，湿重量および堆積物表層（0

～2cm）のクロロフィル a 量，TOC，TN について分析し

た．調査は 2011 年 6，9 月と 2012 年 2 月に実施した． 

 

結果および考察 

１．アマモ場周辺域における沈降物量と二枚貝の分布 

2011 年 6 月と 2012 年 2 月の調査におけるアマモ場内

から 50ｍの範囲内の二枚貝類の分布と全沈降物量，沈降

物中のクロロフィル a 量を図 3 に示した．沈降物量およ

び沈降物中のクロロフィル a はアマモ場内で最も高く，

アマモ場から離れるにつれ低くなった．一方，二枚貝類

はアマモ場内で最も少なかったが，5m 離れたアマモ場

近傍で最も多く，以降アマモ場から離れるにつれ少なく

なった．アサリの稚貝は，アマモ場内と，アマモ場から

5ｍ離れたところで多かった．この傾向は 6 月と 2 月で

同様であった．さらに，沈降物の調査と同様の地点で採 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. アマモ場周辺の沈降物量調査の概要 




